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４月５日に大嶋一生日光市長がご逝去さ
れました。
ここに謹んでお悔やみ申し上げますとと
もに、心から哀悼の意を表します。
在りし日のお姿を偲び、故人のご冥福を
お祈りいたします。
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日
光
市
議
会
定
例
会
を
２
月
12
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
、
40
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
審
議
し
た
案
件
は
、
報
告
１
件
、
議
員
議
案
２
件
、
執
行

部
提
出
議
案
65
件
、
陳
情
１
件
で
し
た
。
な
お
、
一
般
質
問
は
３
月
３
日
、
４
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
９
名
の
議
員
が
24
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

予算審査特別委員会

事　
　

件

件　
　
　
　
　
　
　
　

名

議
決
結
果

報
告
第
１
号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
［
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
］

報

告

議
員
議
案

第

１

号

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
１
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
２
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
３
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

原
案
可
決

議
案
第
４
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
５
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
６
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
７
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
銅
山
観
光
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
８
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
９
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
10
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
11
号

市
長
の
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い
て

［
令
和
２
年
度（
2
0
2
0
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）］

原
案
承
認

議
案
第
12
号

教
育
長
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
同
意

議
案
第
13
号

教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
同
意

議
案
第
14
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

原
案
同
意

議
案
第
15
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

原
案
同
意

議
案
第
16
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

原
案
同
意

議
案
第
17
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
適
任

議
案
第
18
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

原
案
適
任

議
案
第
19
号

日
光
市
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
20
号

日
光
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
21
号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
22
号

日
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
23
号

日
光
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
24
号

日
光
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
25
号

日
光
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
26
号

日
光
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
27
号

日
光
市
民
運
動
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
28
号

日
光
市
立
保
育
所
及
び
日
光
市
立
家
庭
的
保
育
等
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

委員会活動の様子
委
員
会
活
動
の
様
子
／
定
例
会
議
案
審
議

令
和
３
年 

２
月
定
例
会
で
審
議
し
た
議
案
と
結
果
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議案番号 1号 2号 3号 4号 12号 陳 情
第3号

令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
日
光
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て

令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
日
光
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
日
光
市
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
日
光
市
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

教
育
長
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

国
に
対
し
て
「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」
を
創
設
す
る
よ

う
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

採決結果 可決 可決 可決 可決 同意 不採択

可：否 21：2 21：2 21：2 21：2 22：1 4：19

青田　兆史 ○ ○ ○ ○ ○ ●

亀井　崇幸 ○ ○ ○ ○ ○ ●

荒川　礼子 ○ ○ ○ ○ ○ ●

山越　一治 ○ ○ ○ ○ ○ ●

和田　公伸 ○ ○ ○ ○ ○ ●

斎藤　久幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

粉川　昭一 ○ ○ ○ ○ ○ ●

福田　悦子 ● ● ● ● ○ ○

阿部　和子 ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐藤　和之 ○ ○ ○ ○ ○ ●

齋藤　文明 ○ ○ ○ ○ ○ ●

筒井　　巌 ○ ○ ○ ○ ○ ●

田村　耕作 ○ ○ ○ ○ ○ ●

伊澤　正男 ○ ○ ○ ○ ○ ●

齊藤　正三 ○ ○ ○ ○ ○ ●

斎藤　伸幸 ○ ○ ○ ○ ○ ●

福田　道夫 ● ● ● ● ○ ○

瀬高　哲雄 ○ ○ ○ ○ ○ ●

山越　梯一 ○ ○ ○ ○ ○ ●

生井　一郎 議長のため採決には加わらない

小久保光雄 ○ ○ ○ ○ ○ ●

川村　寿利 ○ ○ ○ ○ ○ ●

大島　　浩 ○ ○ ○ ○ ○ ●

三好　國章 ○ ○ ○ ○ ● ●

令和３年２月定例会の議員別賛否一覧

○…賛成　●…反対　― …退席等
（賛否等が分かれたもののみ掲載）

議
案
第
29
号

日
光
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
30
号

日
光
市
こ
ど
も
オ
ア
シ
ス
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
31
号

日
光
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
32
号

日
光
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
33
号

日
光
市
生
産
展
示
直
売
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
34
号

日
光
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
35
号

日
光
市
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
供
給
施
設
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
36
号

日
光
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
37
号

ふ
る
さ
と
日
光
応
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
38
号

日
光
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
39
号

日
光
市
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
40
号

日
光
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支

援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
41
号

日
光
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
42
号

日
光
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

原
案
可
決

議
案
第
43
号

日
光
市
民
プ
ー
ル
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
44
号

日
光
市
日
光
総
合
会
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
45
号

財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
46
号

新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
47
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
［
八
日
市
４
号
線
］

原
案
可
決

議
案
第
48
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
［
本
山
小
学
校
２
号
線
］

原
案
可
決

議
案
第
49
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
［
横
峰
線
］

原
案
可
決

議
案
第
50
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
［
八
日
市
線
］

原
案
可
決

議
案
第
51
号

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
［
南
橋
１
号
線
］

原
案
可
決

議
案
第
52
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
［
八
日
市
27
号
線
及
び
瀬
尾
新
田
線
］

原
案
可
決

議
案
第
53
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
［
若
林
前
２
号
線
］

原
案
可
決

議
案
第
54
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
［
猪
倉
新
町
線
］

原
案
可
決

議
案
第
55
号

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
［
八
日
市
～
土
沢
ヲ
ソ
メ
線
］

原
案
可
決

議
案
第
56
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
［
南
小
来
川
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
57
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
［
西
小
来
川
・
滝
ヶ
原
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
58
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
［
上
栗
山
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
59
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
［
湯
元
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
60
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
［
東
小
来
川
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
61
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
［
川
俣
辺
地
］

原
案
可
決

議
案
第
62
号

令
和
２
年
度（
2
0
2
0
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
63
号

令
和
２
年
度（
2
0
2
0
年
度
）日
光
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
64
号

令
和
２
年
度（
2
0
2
0
年
度
）日
光
市
銅
山
観
光
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

陳
情
第
3
号

国
に
対
し
て「
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
」を
創
設
す
る
よ
う
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情

不
採
択

議
員
議
案

第

２

号

日
光
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

議
案
第
65
号

令
和
３
年
度（
2
0
2
1
年
度
）日
光
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

原
案
可
決

定
例
会
議
案
審
議
／
議
員
別
賛
否
一
覧



　
　

ま
た
、
歴
史
と
伝
統
に
裏
打
ち

さ
れ
た
地
域
資
源
の
価
値
を
磨
き

上
げ
な
が
ら
も
、
時
流
に
応
じ
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
変
革

も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
道
筋

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
‥
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
型
の
誘
客

手
法
に
転
換
す
る
中
で
実
施
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

市
長
‥
誘
客
に
資
す
る
既
存
の
イ
ベ

ン
ト
の
精
査
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
性
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
効

果
と
必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
イ

ベ
ン
ト
実
施
の
是
非
を
検
討
し
て

い
く
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
新
た
な

生
活
様
式
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
向
上
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
市
民
が
各
種
研
修
や
会
議
等

に
一
か
所
に
集
ま
る
こ
と
な
く
参

加
で
き
る
基
盤
整
備
と
し
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
ン
化
を
進
め
る
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
効
果

的
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
専
門
的
な
情
報
技
術
を
有
効

か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
か

す
た
め
の
組
織
体
制
を
検
討
し
、

国
の
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
専
門
的
な
人
材
の
登

用
を
検
討
す
る
。
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光
和	

動
画
視
聴
▼

田
村
耕
作
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
観
光

経
済
対
策
に
つ
い
て
、
施
政
方
針

の
な
か
で
「
誘
客
に
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
っ
た
の
か
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
観
光
振
興
に
直
接

つ
な
が
る
施
策
と
し
て
体
験
型
コ

ン
テ
ン
ツ
の
販
売
等
多
く
の
事
業

を
展
開
し
た
ほ
か
、
関
連
事
業
者

の
業
務
継
続
や
消
費
喚
起
の
施
策

と
し
て
地
域
公
共
交
通
等
へ
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
効

果
と
し
て
公
共
交
通
の
事
業
継
続

や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
た
と

捉
え
て
い
る
。

議
員
‥
様
々
な
施
策
を
ど
の
よ
う
に

検
証
し
、
来
年
度
に
活
か
し
て
い

く
の
か
。

市
長
‥
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
施

策
、
継
続
し
て
実
施
す
べ
き
施
策
、

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
的

確
に
見
極
め
る
と
と
も
に
、
感
染

状
況
等
も
考
慮
し
た
上
で
引
き
続

き
迅
速
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い

く
。

議
員
‥
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
せ
ず
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
転
換
す
る
こ

と
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
集
客
が
可

能
に
な
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

市
長
‥
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
制
作
を
軸
と
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活

用
を
加
え
た
多
面
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。

《市政経営の基本方針》
　市政経営の理念に掲げた「継承と改革」を進めるため、確固
とした財政基盤の構築に引き続き取り組んでいくとともに、
いまだ収束が見通せない新型コロナウイルス感染症対策を継
続していく。

《重点的に取り組む施策》
　新型コロナウイルス感染症対策として、「感染予防と感染拡
大の防止」及び「持続可能な社会経済活動」の両立を図り、
「新たな日常における地域社会の確立」を目指して取り組ん
でいく。また、将来に負担を残さない持続可能な市政経営の
確立に向け行財政改革を集中的に進める。

《結びに》
　令和３年度は、まず、行財政改革を進め、財政基盤を整え
ることで「強い日光」を築き、それを礎に「優しい日光」に
つながる施策を展開し、ひいては、日光プライドを守り育む
ことにより「人が輝く日光」を目指していく。 日光市議会 中継

会派名下の二次元コードを、スマートフォ
ンのバーコードリーダーで読み取ると、代
表質問の録画中継が視聴できます。

会
派
名

動
画
視
聴
▼

令和３年度施政方針概要

令和３年度施政方針について

掲載内容は質問と答弁を要約したもの
です。すべての質問と答弁は市議会ホー
ムページで視聴できます。

代  表  質  問　本市議会における代表質問は、２人以上の議員で構成される
会派に属する議員が、その会派を代表して質問を行います。２月
19日の本会議では５つの会派の代表議員が、市長の施政方針に
ついて質問を行いました。本号ではその主なものをお伝えしま
す。すべての質問と答弁は市議会ホームページで視聴できます。

代

表

質

問



議
員
‥
行
財
政
改
革
に
お
け
る
管
理

職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
強
化
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

市
長
‥
経
営
感
覚
の
醸
成
に
つ
な
が

る
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
管
理
職
研

修
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
、
日
頃
か
ら
打
合
せ
な
ど

職
員
と
接
す
る
様
々
な
場
面
に
お

い
て
経
営
感
覚
を
持
つ
よ
う
指
示

し
、
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ
て

目
指
す
職
員
集
団
の
在
り
方
を
全

職
員
に
伝
え
て
き
た
。

　
　

ま
た
、
人
事
評
価
に
お
け
る
目

標
管
理
の
実
践
を
通
じ
能
力
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
施
政
方
針
の
な
か
で
言
う

「
所
属
を
超
え
た
協
力
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
」
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
協
力
体
制
を
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長
‥
現
時
点
に
お
い
て
も
日
光
産

業
団
地
の
利
活
用
な
ど
、
組
織
横

断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に

お
い
て
、
政
策
分
野
ご
と
の
重
要

施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
中
で
所
属
を
超
え
た

協
力
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

青
田
兆
史
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
各
種
施
策
の

成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
マ
ス
ク
の
配
布
や

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
、
商
店

会
等
へ
の
衛
生
物
品
購
入
の
助
成

な
ど
、
迅
速
性
を
最
優
先
に
取
り

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
観
光

施
策
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
に
は
、

オ
ー
ル
日
光
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
日
光
や
市
観
光
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
観
光
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
意
見
交
換
な
ど
を
実
施
し

て
い
く
。
ま
た
、
旅
行
者
の
趣
向

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
観
光

旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
を
検
討
す
る
。

議
員
‥
行
財
政
改
革
に
お
け
る
新
た

な
財
源
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

未
利
用
財
産
の
売
却
等
を
積
極
的

に
進
め
、
使
用
料
や
手
数
料
を
は

じ
め
と
す
る
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
っ
て
い
く
。
加
え
て
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
の

手
法
を
取
り
入
れ
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

荒
川
礼
子
議
員
‥
令
和
元
年
度
決
算

に
お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
な
ど
、
財
政

状
況
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
の
原
因
を
ど
う
捉
え
、
検
証
し

た
の
か
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
合
併
に
よ
っ
て
肥

大
化
し
た
公
共
施
設
の
維
持
管
理

等
の
負
担
や
様
々
な
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
補
助
制
度
の

新
設
や
拡
大
に
よ
る
財
政
需
要
の

増
加
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災

害
復
興
対
策
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

早
急
に
一
層
の
経
費
削
減
や
公
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公
明
市
民
ク
ラ
ブ	

動
画
視
聴
▼

グ
ル
ー
プ
響	

動
画
視
聴
▼

組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
要
保
護
・

準
要
保
護
世
帯
へ
の
食
材
配
布
や

学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
員
‥
国
が
示
し
た
令
和
２
年
度
の

補
正
予
算
と
令
和
３
年
度
予
算
を

合
わ
せ
た
15
か
月
予
算
の
考
え
方

に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
最
大
限
か
つ
効
果
的
な
活
用
方

策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
評
価
・

検
証
を
踏
ま
え
、
所
期
の
目
標
を

達
成
し
た
施
策
、
継
続
し
て
実
施

す
べ
き
施
策
、
新
た
に
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
的
確
に
見
極
め
る
と

と
も
に
感
染
状
況
等
も
考
慮
し
た

上
で
、
時
期
に
応
じ
た
迅
速
な
展

開
を
図
る
。

議
員
‥
感
染
症
対
策
の
具
体
的
な
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
実
践

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
世

帯
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
を
は
じ
め
、

様
々
な
周
知
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

　
　

ま
た
、
当
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
店
舗
の
改
修
や
備

品
購
入
の
費
用
の
一
部
助
成
な
ど

を
行
い
、
さ
ら
に
、
感
染
症
患
者

が
発
生
し
た
市
内
事
業
者
等
に
お

い
て
、
行
政
検
査
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
方
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
整
備
す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心

な
観
光
地
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

議
員
‥
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
及
び
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
‥
今
後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア

共
施
設
の
統
廃
合
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
歳
入
に
見
合
っ

た
財
政
規
模
と
し
て
い
く
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
粛
生

活
の
な
か
、
孤
立
し
が
ち
な
高
齢

者
や
生
活
困
窮
者
の
把
握
と
支
援

へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
令
和
２
年
度
中
に
策
定
す
る

日
光
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
、

高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
を
検
討

事
項
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
世
帯
の

中
学
２
・
３
年
生
を
対
象
に
し
た

学
習
支
援
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
令
和
３
年
度
か
ら
行
う
。

議
員
‥
若
い
世
代
に
定
住
し
て
も
ら

う
た
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
人
へ

の
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
就
職
応
援
ガ
イ
ド
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
合
同
就
職
説
明

会
・
面
接
会
を
開
催
し
て
き
た
。

ま
た
栃
木
県
が
都
内
に
設
置
し
て

い
る
「
と
ち
ぎ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就

職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携

し
て
就
職
に
向
け
た
相
談
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

議
員
‥
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
の
Ｐ
Ｒ
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
受
入

態
勢
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
協

働
で
実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り
、

受
け
入
れ
側
の
当
市
の
課
題
が
見

え
て
き
た
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利

用
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

と
し
て
対
応
可
能
な
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
を
含
め
、
誘
致
の
た
め

の
体
制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
‥
休
止
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
今
後

の
開
催
に
つ
い
て
伺
う
。

代
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約
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
職
員
の
意
識
改
革
に
お
け
る

評
価
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
る
。

市
長
‥
取
り
組
み
に
対
し
て
の
評
価

は
、
画
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
に

対
し
て
、
自
ら
が
改
革
の
意
思
を

持
っ
て
職
務
に
従
事
す
る
よ
う
働

き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

議
員
‥
第
２
期
人
材
育
成
基
本
方
針

に
基
づ
く
人
材
育
成
、
研
修
・
管

理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
人
事

評
価
制
度
の
取
り
組
み
状
況
と
課

題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

市
長
‥
「
や
る
気
を
高
め
る
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
」
を
柱
と
し
て
人
事

評
価
を
位
置
づ
け
、
繰
り
返
し
研

修
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

目
標
設
定
や
評
価
レ
ベ
ル
の
均
一

化
が
図
ら
れ
、
平
成
31
年
度
か
ら

は
評
価
結
果
の
職
員
へ
の
反
映
を

開
始
し
た
。
課
題
と
し
て
は
、
毎

年
、
評
価
者
・
被
評
価
者
に
変
更

が
あ
る
中
で
、
目
標
設
定
と
評
価

の
精
度
を
保
ち
つ
つ
、
さ
ら
に
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て

い
る
。

議
員
‥
人
事
評
価
の
公
平
性
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

市
長
‥
評
価
を
す
る
側
が
、
ま
ず
は
、

公
平
性
を
保
て
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。
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市
長
‥
誘
客
に
資
す
る
既
存
イ
ベ
ン

ト
の
精
査
を
行
い
、
効
果
と
必
要

性
を
見
極
め
な
が
ら
実
施
を
検
討

す
る
。

議
員
‥
強
い
職
員
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長
‥
個
々
の
職
員
の
資
質
向
上
の

た
め
、
階
層
ご
と
に
求
め
ら
れ
る

役
割
や
能
力
を
明
確
化
し
、
そ
れ

に
応
じ
た
研
修
を
体
系
的
に
実
施

す
る
な
ど
、
様
々
な
手
法
を
用
い

て
実
現
し
て
い
く
。

山
越
一
治
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
観
光
産
業
へ

の
回
復
を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
か
ら
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
換
に
際
し
、

旅
行
業
者
か
ら
の
人
材
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
観
光
の
在
り
方
が
大
き
く
変

化
す
る
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
捉

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
情
報
の

収
集
、
分
析
な
ど
に
長
け
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
な
ど
を
行
う
専

門
的
な
人
材
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

議
員
‥
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
施

策
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
現
在
、
送
り
手
側
で
あ
る
企

業
と
受
け
手
側
で
あ
る
日
光
市
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
の
整
理

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し

て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
不

足
な
ど
の
課
題
解
消
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
を
進
め
る
た
め
の

モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
、
市
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
‥
行
政
改
革
に
お
け
る
行
政
の

ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
歳
出
削
減
に
向
け
た
事
務
事

業
の
見
直
し
や
手
続
き
の
簡
素
化
、

所
属
を
超
え
た
協
力
体
制
の
構
築

等
を
進
め
て
い
く
。

議
員
‥
個
々
の
職
員
の
資
質
向
上
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

市
長
‥
能
力
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
研

修
、
自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
や
外
部

の
研
修
機
関
に
お
け
る
専
門
研
修

へ
の
参
加
支
援
、
さ
ら
に
職
場
内

研
修
い
わ
ゆ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
に

実
施
し
て
い
く
。

議
員
‥
常
に
行
革
の
意
思
と
経
営
感

覚
を
持
っ
た
職
員
集
団
、
個
々
の

資
質
の
向
上
に
は
か
な
り
の
時
間

と
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
‥
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
強
い

職
員
集
団
づ
く
り
や
個
々
の
資
質

の
向
上
に
つ
い
て
は
、
相
当
な
時

間
と
意
識
改
革
が
必
要
と
な
る
。

　
　

そ
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
現
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
全
て
の
管

理
職
が
常
に
改
善
の
意
識
を
持
ち
、

地
道
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

近
道
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
管
理
職

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

福
田
道
夫
議
員
‥
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
、
長
期
的
財
政
見
通
し
を
示

し
、
市
民
と
危
機
感
を
共
有
・
共

同
す
る
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
ま
ず
は
「
不
自
由

を
常
と
思
え
ば
不
足
な
し
」
の
言

葉
を
市
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
皆
が
少
し
の
我
慢
と

知
恵
を
出
し
合
う
協
働
の
意
識
に

よ
る
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

議
員
‥
歳
出
の
削
減
で
は
、
補
助
金

の
適
正
化
に
つ
い
て
関
係
団
体
と

の
検
討
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
き

た
の
か
。

市
長
‥
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た

「
適
正
化
に
関
す
る
基
準
」
に
基

づ
き
、
令
和
２
年
度
は
自
己
評
価

に
基
づ
く
評
価
・
検
証
を
実
施
し
、

令
和
３
年
度
の
予
算
に
反
映
し
た
。

議
員
‥
今
後
の
具
体
的
な
計
画
の
見

解
を
求
め
る
。

市
長
‥
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
合
わ
せ
、
改
め
て
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
財
政
見
通
し
を

策
定
し
、
持
続
可
能
な
行
政
経
営

の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
引
き

続
き
補
助
金
の
見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

議
員
‥
今
後
、
市
民
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
周
知
し
、
ま
た
、
市
民
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
集
約
し
て
い

く
の
か
。

市
長
‥
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
自
治

会
長
と
の
懇
談
会
な
ど
、
様
々
な

場
面
で
周
知
を
し
つ
つ
意
見
の
集

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
志
向	

動
画
視
聴
▼

日
本
共
産
党	

動
画
視
聴
▼

代
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瀬
高
哲
雄
議
員
‥
当
市
が
平
成
23
年

度
に
こ
の
事
業
を
導
入
し
て
か
ら

10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

本
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

高
橋
地
域
振
興
部
長
‥
当
初
は
人
口

減
少
や
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い

足
尾
・
栗
山
地
域
に
配
置
し
た
。

そ
の
後
、
日
光
彫
の
普
及
促
進
な

ど
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
目
的

と
配
置
の
範
囲
を
拡
大
し
、
現
隊

員
８
名
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
25
名

の
隊
員
を
配
置
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
退
任
し
た
17
名
の
隊
員
の

う
ち
８
名
が
地
域
で
起
業
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
当
市
に
定
住
し
て

い
る
。

議
員
‥
隊
員
の
活
動
の
成
果
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

地
域
振
興
部
長
‥
各
隊
員
が
地
域
に

根
差
し
、
信
頼
関
係
を
大
切
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
や

生
活
支
援
に
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
隊
員
自
身
の
新
た
な
視

点
や
発
想
か
ら
、
地
域
独
自
の
文

化
や
歴
史
な
ど
の
地
域
資
源
を
再

発
見
し
、
冊
子
や
写
真
集
の
制
作
、

写
真
展
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

て
情
報
発
信
す
る
な
ど
、
地
域
の

魅
力
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

議
員
‥
事
業
実
施
に
お
け
る
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

地
域
振
興
部
長
‥
地
域
住
民
が
求
め

る
活
動
と
隊
員
の
望
む
活
動
と
の

両
立
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
希
望
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
条
件
に
合
っ
た
隊

員
の
確
保
が
年
々
難
し
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

議
員
‥
今
後
、
職
種
枠
の
拡
充
を
図

り
、
農
林
業
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
新
し
い
専
門
分
野
で
募
集

し
、
移
住
定
住
に
結
び
付
く
活
動

と
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
振
興
部
長
‥
令
和
３
年
度
は
観

光
分
野
に
特
化
し
た
採
用
を
予
定

し
て
い
る
。
地
域
の
市
民
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
３
年
間
で
一
定

の
成
果
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

職
種
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

活
動
を
求
め
て
い
る
分
野
の
関
係

者
の
協
力
体
制
が
構
築
で
き
る
こ

と
な
ど
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

さ
ら
に
将
来
の
生
計
が
見
込
ま
れ

る
か
を
見
極
め
た
う
え
で
検
討
し

て
い
く
。

議
員
‥
日
光
市
に
移
住
定
住
の
意
思

の
あ
る
方
を
明
確
に
見
極
め
、
行

政
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
人
口
減
少
対
策
、
地
域

お
こ
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
欲
し
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

掲載内容は質問と答弁を要約したものです。
すべての質問と答弁は市議会ホームページで視聴できます。

日光市議会 中継

○○○○議員議員顔写真下の二次元コードを、
スマートフォンのバーコードリー
ダーで読み取ると、その議員の
一般質問の録画中継が視聴で
きます。

一  般  質  問

瀬高 哲雄議員
（光和）

動画視聴▶

一

般

質

問
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荒
川
礼
子
議
員
‥
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
公
的
認
証
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
‥
市
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
令

和
３
年
度
上
半
期
の
導
入
に
向
け
、

パ
ー
ト
ナ
ー
の
範
囲
、
制
度
の
運

用
、
支
援
策
等
、
論
点
の
整
理
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員
‥
専
門
の
相
談
窓
口
が
必
要
と

考
え
る
が
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
‥
法
務
局
の
人
権
相

談
窓
口
等
を
通
じ
た
支
援
を
継
続

し
、
専
門
相
談
窓
口
は
、
今
後
の

相
談
状
況
や
他
団
体
の
事
例
を
注

視
し
て
い
く
。

議
員
‥
制
度
の
創
設
に
加
え
て
、
差

別
禁
止
等
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
制

定
の
考
え
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
‥
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
は
、
日
光
市
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
人
権

施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
要
綱
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
‥
こ
れ
ま
で
の
実
態
に
つ
い
て

福
田
道
夫
議
員
‥
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

石
川
市
民
環
境
部
長
‥
計
画
に
基
づ

き
、
公
共
交
通
の
幹
線
軸
の
継
続

的
な
運
行
支
援
や
市
営
バ
ス
路
線

の
再
編
な
ど
10
の
施
策
を
実
施

し
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、
バ

ス
会
社
へ
運
行
支
援
や
足
尾
地
域

内
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
購
入
、

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
停

留
所
及
び
時
刻
表
情
報
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
を
図
っ

た
。
ま
た
、
下
野
大
沢
線
な
ど
５

路
線
に
つ
い
て
乗
降
調
査
、
運
行

内
容
の
検
証
な
ど
を
行
っ
た
。

議
員
‥
足
尾
地
域
公
共
交
通
の
検
討

内
容
の
答
弁
を
求
め
る
。

市
民
環
境
部
長
‥
令
和
２
年
度
の
早

い
時
期
に
地
元
自
治
会
と
の
協
議

を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
自
治
会
長
会
役
員
会
で
利

用
者
数
な
ど
の
現
状
等
の
説
明
を

行
っ
た
。

議
員
‥
足
尾
地
域
内
の
公
共
交
通
の

充
実
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長
‥
対
象
者
、
実
施
内

伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
観
光
地
と
い
う
土

地
柄
、
他
市
町
村
等
か
ら
の
移
入

自
殺
者
が
多
い
傾
向
が
あ
る
が
、

過
去
10
年
間
、
緩
や
か
な
減
少
傾

向
に
あ
る
。

議
員
‥
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
健
康
づ
く
り
大
学

校
で
公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
、

多
く
の
参
加
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
　

こ
の
講
座
は
単
発
の
開
催
で
あ

る
た
め
、
振
り
返
り
や
確
認
の
機

会
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
‥
課
題
に
お
け
る
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
今
後
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
検
討
し
た
上
で
実

施
し
て
い
き
た
い
。

議
員
‥
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
よ
り
多

く
の
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
テ

キ
ス
ト
を
掲
載
し
、
周
知
を
図
る
。

議
員
‥
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
相
談
体

制
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
‥
国
の
事
業
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た

相
談
窓
口
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

そ
の
案
内
を
し

て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

〇
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
い
て

容
に
つ
い
て
自
治
会
長
会
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
い
。

議
員
‥
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
ど
う

い
う
形
態
で
運
行
す
る
か
実
証
実

験
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長
‥
足
尾
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
た
め
、
自
治
会
長
会
を
中

心
に
慎
重
に
協
議
・
検
討
し
、
方

向
性
を
決
定
し
た
上
で
地
域
住
民

に
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　
　

ま
た
、
自
治
会
長
会
で
方
向
性

が
決
定
し
た
段
階
で
実
施
の
有
無

を
判
断
を
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、

実
証
実
験
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ

る
。

議
員
‥
足
尾
地
域
の
公
共
交
通
の
具

体
化
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
求

め
る
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
住
ん
で
い
る
方
々

の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
把

握
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
そ

の
後
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
す
る

と
と
も
に
市
と
し
て
の
方
向
性
を

提
示
し
、
し
っ
か
り
と
検
討
、
議

論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

〇
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

〇
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保

険
の
運
用
に
つ
い
て

一

般

質

問

荒川 礼子議員
（公明市民クラブ）

動画視聴▶

福田 道夫議員
（日本共産党）

動画視聴▶

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
殺
対
策
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て



伊
澤
正
男
議
員
‥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
を
地
域
ご
と
に
情
報

開
示
で
き
な
い
か
伺
う
。

上
中
哲
也
副
市
長
‥
感
染
症
法
の
規

定
に
よ
り
、
感
染
症
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
都

道
府
県
知
事
、
保
健
所
を
設
置
す

る
中
核
市
な
ど
が
、
措
置
の
権
限

に
基
づ
き
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
感
染
者
が
発
生

し
た
場
合
、
県
の
公
表
の
範
囲
内

で
の
情
報
提
供
に
限
ら
れ
、
こ
の

中
に
地
域
ご
と
の
情
報
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。

　
　

な
お
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
心
に
繋
が
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
県
の
発
表
を
も
と
に
可

能
な
範
囲
で
公
表
し
て
い
く
。

議
員
‥
観
光
業
・
飲
食
関
係
業
者
へ

の
実
態
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

山
越
観
光
経
済
部
長
‥
当
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
観
光
関
連
事
業
を
は

じ
め
幅
広
い
業
種
の
方
々
か
ら
、

国
の
支
援
策
や
融
資
な
ど
に
関
す
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齊
藤
正
三
議
員
‥
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
市
内
の
企
業
経
営
の
実
態
に
つ

い
て
伺
う
。

山
越
観
光
経
済
部
長
‥
今
年
度
に
廃

業
・
解
散
及
び
休
業
し
た
日
光
商

工
会
議
所
管
内
の
事
業
者
数
は
昨

年
12
月
末
時
点
で
例
年
の
約
３
分

の
１
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
の
判
断
は
難
し
い
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
人
材
確

保
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
‥
就
職
応
援
ガ
イ
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
雇
用

創
出
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
令

和
２
年
度
は
登
録
事
業
者
の
拡
大

に
取
り
組
み
、
前
年
度
末
の
39
社

が
２
月
末
現
在
で
１
５
０
社
に
増

加
し
た
。
ま
た
、
合
同
就
職
説
明

会
で
は
、
年
齢
を
制
限
し
な
い
こ

と
で
参
加
者
の
拡
大
を
図
っ
た
。

議
員
‥
市
内
に
お
け
る
雇
用
の
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
‥
市
内
の
雇
用
情
勢

に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
の
日
光

公
共
職
業
安
定
所
管
内
の
有
効
求

人
倍
率
が
１
．
１
０
倍
で
、
前
年

同
月
よ
り
０
．
２
６
ポ
イ
ン
ト
の

大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

る
相
談
や
問
合
せ
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
事
務
手
続
き
や
制
度

の
活
用
を
促
し
て
い
る
が
、
実
態

調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い

て
は
、
当
市
と
し
て
は
実
施
し
て

い
な
い
。

議
員
‥
給
付
金
・
協
力
金
・
金
融
支

援
等
各
種
施
策
活
用
事
例
に
つ
い

て
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
‥
国
の
持
続
化
給
付

金
に
つ
い
て
は
、全
国
で
約
４
２
１
万

件
、約
５
兆
５
，
０
０
０
億
円
の

給
付
金
を
支
給
し
た
と
の
情
報
は

あ
る
が
、
当
市
に
お
け
る
申
請
件

数
等
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

把
握
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

栃
木
県
の
営
業
時
間
短
縮
協
力

金
に
つ
い
て
は
、
当
市
で
は
約

７
５
０
件
の
飲
食
店
が
対
象
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、
申
請
状

況
は
５
月
頃
に
は
把
握
で
き
る
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
市
の
制
度
融
資
「
災
害

対
策
資
金
」
に
つ
い
て
は
、
申

請
件
数
36
件
、
総
額
約
２
億
５
，

０
０
０
万
円
を
融
資
し
て
お
り
、

飲
食
業
や
製
造
業
の
事
業
者
の
利

用
が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
‥
今
後
の
市
の
新
た
な
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
‥
今
後
も
継
続
し
た

支
援
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

機
な
ど
を
活
用
し
、
市
内
経
済
を

支
え
る
効
果
的
な
事
業
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

議
員
‥
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
打
撃
を

受
け
て
い
る
事
業
者
か
ら
の
相
談

に
よ
り
把
握
で
き
る
現
状
を
伺
う
。

観
光
経
済
部
長
‥
各
事
業
者
に
お
い

て
は
、
国
が
支
援
す
る
持
続
化
給

付
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
の

制
度
を
活
用
し
、
経
営
の
維
持
を

図
っ
て
い
る
状
況
だ
が
、
市
と
し

て
も
日
光
労
働
基
準
監
督
署
や
日

光
公
共
職
業
安
定
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
今
後
も
市
内
企

業
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

議
員
‥
解
雇
や
雇
い
止
め
と
い
っ
た

雇
用
関
係
、
国
・
県
と
の
情
報
共

有
関
係
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

大
嶋
一
生
市
長
‥
解
雇
、
雇
い
止
め

に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
の
資
格

の
手
続
か
ら
把
握
は
可
能
だ
が
、

事
業
所
数
、
地
域
、
業
種
な
ど
の

詳
細
な
情
報
は
把
握
が
難
し
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
、
市
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
国
の
機
関
と
の

関
わ
り
や
情
報
共
有
を
協
議
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
‥
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
雇
用
対

策
に
お
け
る
連
携
強
化
の
た
め
、

協
定
を
締
結
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
‥
雇
用
対
策
協
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
研
究
し
、
他
市
の
事
例
も

見
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と

利
活
用
に
つ
い
て

伊澤 正男議員
（公明市民クラブ）

動画視聴▶

一

般

質

問

齊藤 正三議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

コ
ロ
ナ
発
症
情
報
開
示
に
つ

い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
状

況
に
つ
い
て

日
光
市
の
企
業
経
営
状
況
と
雇
用

問
題
の
現
状
に
つ
い
て
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阿
部
和
子
議
員
‥
住
居
確
保
給
付
金

と
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
‥
離
職
・
廃
業

等
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮
し
、
住

居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
家

賃
相
当
分
を
支
給
す
る
住
居
確
保

給
付
金
の
申
請
件
数
は
、
前
年
度

２
件
に
対
し
、
今
年
度
は
令
和
３

年
１
月
末
現
在
で
62
件
に
増
加
し

て
い
る
。

　
　

ま
た
、
緊
急
か
つ
、
一
時
的
な

生
計
維
持
の
た
め
の
緊
急
小
口
資

金
の
申
請
件
数
は
、
前
年
度
11
件

に
対
し
、
令
和
３
年
１
月
末
現

在
で
６
６
８
件
、
失
業
等
に
よ
り
、

日
常
生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
世
帯
へ
の
総
合
支
援
資
金

が
前
年
度
０
件
に
対
し
、
令
和
３

年
１
月
末
現
在
で
５
２
３
件
に
増

加
し
て
い
る
。

議
員
‥
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
広
報
に
っ
こ
う
特
集
記
事
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
生
活
保
護
受
給
者
の
状
況
及

び
今
後
、
受
給
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
か
伺
う
。

福
田
悦
子
議
員
‥
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
第
２
号
被
保
険
者
の
中
に
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
こ

と
を
知
ら
な
い
方
も
い
る
。
制
度

の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

矢
嶋
健
康
福
祉
部
長
‥
第
２
号
被
保

険
者
へ
は
介
護
保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
配
布
し
て
周
知
を
図
り
、
医

療
機
関
に
対
し
て
は
、
市
在
宅
医

療
連
携
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
配
布
し

て
制
度
周
知
へ
の
協
力
を
依
頼
し

て
い
る
。

議
員
‥
医
療
機
関
や
企
業
へ
の
更
な

る
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
‥
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

改
定
に
合
わ
せ
て
、
改
め
て
医
療

機
関
へ
の
協
力
を
依
頼
す
る
。
企

業
へ
の
周
知
は
、
今
後
検
討
す
る
。

議
員
‥
特
別
障
害
者
手
当
は
、
寝
た

き
り
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
障
害

者
手
帳
が
無
く
て
も
申
請
で
き
、

要
介
護
４
又
は
５
の
方
も
該
当
す

る
場
合
が
あ
る
。
制
度
周
知
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
障
が
い
者
福
祉
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

健
康
福
祉
部
長
‥
受
給
世
帯
数
は
、

令
和
元
年
度
６
２
０
世
帯
に
対
し
、

令
和
３
年
１
月
末
現
在
は
６
１
０

世
帯
、
ま
た
、
受
給
者
人
数
は
、

７
４
４
人
に
対
し
、
７
１
４
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

な
お
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
へ
の
取
組
を
開
始
以
降
、
生

活
保
護
世
帯
数
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
生
活
困
窮
の
相
談
は

増
加
し
て
い
る
の
で
、
生
活
保
護

に
至
ら
な
い
方
々
を
応
援
し
て
い

き
た
い
。

議
員
‥
住
ま
い
を
失
っ
た
場
合
の
市

営
住
宅
優
先
入
居
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
解
雇
等
に
よ
る
生

活
困
窮
者
が
安
心
し
て
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
個
別
事
情
に
適

し
た
住
居
の
案
内
を
行
っ
て
い
く
。

議
員
‥
こ
の
優
先
入
居
は
何
戸
ま
で

可
能
な
の
か
。

北
山
建
設
部
長
‥
特
に
制
限
は
な
い

の
で
、
相
談
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

議
員
‥
子
ど
も
の
食
生
活
の
課
題
に

対
し
、
市
が
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
‥
食
生
活
に
課
題
が

あ
る
子
ど
も
の
中
に
は
、
保
護
者

の
養
育
・
経
済
状
況
な
ど
の
複
合

的
な
要
因
に
よ
り
、
家
庭
や
学
校

だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
場
合
が

あ
り
、
適
切
な
介
入
・
支
援
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
の
情
報

共
有
、
連
携
を
図
り
、
対
応
す
る
。

窓
口
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
。

議
員
‥
当
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

鈴
木
教
育
次
長
‥
市
内
に
お
け
る
不

登
校
児
童
生
徒
の
割
合
や
主
な
要

因
は
、
概
ね
国
や
県
の
調
査
と
同

様
の
傾
向
で
あ
る
。

議
員
‥
教
育
機
会
確
保
法
施
行
後
の

不
登
校
へ
の
影
響
や
市
の
支
援
体

制
の
変
化
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長
‥
法
施
行
後
は
こ
れ
ま
で

の
対
応
に
加
え
て
、
民
間
施
設
で

の
相
談
・
指
導
も
出
席
扱
い
と
す

る
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
を
学
校
に

周
知
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
民

間
施
設
利
用
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
次
年
度
予
定
し
て
い
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
的
機
能
の
強

化
は
、
公
認
心
理
士
な
ど
を
主
任

相
談
員
と
し
て
配
置
し
、
８
名
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
相
談
体
制
に

よ
り
、
早
期
解
決
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
‥
当
市
の
隠
れ
不
登
校
の
実
態

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長
‥
隠
れ
不
登
校
を
一
括
し

て
把
握
す
る
調
査
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
休
み
が
ち
な
児
童
生
徒
調

査
な
ど
を
全
小
中
学
校
対
象
に
実

施
し
、
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い

た
学
校
へ
の
訪
問
指
導
な
ど
に
よ

り
、
不
登
校
状
態
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

〇
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い

て

阿部 和子議員
（市民フォーラム志向）

動画視聴▶

福田 悦子議員
（日本共産党）

動画視聴▶

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
困
窮

の
対
応
に
つ
い
て

子
ど
も
の
食
生
活
支
援
に
つ

い
て

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

に
つ
い
て

介
護
制
度
・
福
祉
制
度
周
知
に

つ
い
て（
介
護
保
険
第
２
号
被

保
険
者
へ
の
制
度
周
知
・
介
護

保
険
要
介
護
者
へ
の
特
別
障
害

者
手
当
制
度
周
知
）に
つ
い
て

一

般

質

問
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三
好
國
章
議
員
‥
旧
日
光
市
の
道
路

標
識
を
直
し
た
箇
所
数
、
新
市
に

な
っ
て
か
ら
書
き
換
え
た
個
所
数

及
び
完
了
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

北
山
建
設
部
長
‥
県
に
お
い
て
改
善

が
図
ら
れ
た
道
路
標
識
は
８
か
所

で
あ
る
。
ま
た
、
国
県
道
に
設
置

し
て
あ
る
地
名
表
記
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
県
内
全
域
に
及
ぶ
こ

と
か
ら
数
が
多
く
把
握
が
困
難
で

あ
る
。
今
後
、
表
記
内
容
の
確
認

等
の
情
報
収
集
、
調
査
を
行
っ
て

い
く
。

議
員
‥
進
捗
状
況
と
工
事
着
手
は
い

つ
に
な
る
か
。

建
設
部
長
‥
工
事
に
支
障
と
な
る
電

柱
の
移
設
工
事
に
向
け
て
地
元
住

民
等
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、
県
と
調
整
を
図
り
、
令

和
３
年
度
に
東
和
町
側
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

議
員
‥
旧
日
光
市
民
は
、
総
合
会
館

粉
川
昭
一
議
員
‥
職
員
の
適
正
や
能

力
に
応
じ
た
複
線
型
人
事
制
度
が

必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を
伺

う
。

上
中
哲
也
副
市
長
‥
社
会
環
境
や
行

政
課
題
が
複
雑
化
、
多
様
化
す
る

中
で
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
需
要

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
　

複
線
型
人
事
管
理
制
度
に
つ
い

て
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
必
要

な
部
署
や
職
域
を
見
極
め
な
が
ら
、

一
般
職
員
に
お
け
る
ゼ
ネ
ラ
リ

ス
ト
と
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
在
り

方
や
、
一
般
職
員
、
任
期
付
職
員
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
役
割
な
ど

を
整
理
し
、
効
果
的
な
人
事
管
理

の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
研
究
を

継
続
し
て
い
く
。

議
員
‥
昇
任
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
‥
職
員
の
昇
任
に
つ
い
て
は
、

人
事
評
価
制
度
と
の
連
動
を
重
視

し
た
中
で
、「
強
い
職
員
集
団
」

を
リ
ー
ド
す
る
管
理
職
の
養
成
に

向
け
て
、
課
長
補
佐
級
あ
る
い
は

係
長
級
の
選
考
に
活
用
す
る
効
果

的
な
試
験
の
実
施
を
検
討
し
て
い

く
。

の
問
題
を
観
光
地
と
し
て
必
須
の

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
解
体
後
の

利
活
用
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

安
西
財
務
部
長
‥
令
和
元
年
11
月
に

提
出
さ
れ
た
日
光
市
総
合
会
館
の

在
り
方
並
び
に
跡
地
活
用
に
つ
い

て
の
提
言
書
を
基
本
と
し
て
整

備
に
向
け
た
方
針
を
定
め
、
事
業

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

現
状
で
は
、
今
後
の
状
況
を
見
据

え
た
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員
‥
教
育
委
員
会
事
務
局
に
所
属

す
る
教
員
の
選
考
に
か
か
る
指
導

力
等
の
評
価
を
教
育
長
一
人
で
出

来
る
の
か
。

齋
藤
孝
雄
教
育
長
‥
学
校
経
営
等
を

含
め
て
指
導
的
立
場
の
教
員
を
選

考
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

教
育
長
一
人
の
考
え
だ
け
で
は
な

く
、
県
教
育
委
員
会
の
許
可
が

あ
っ
て
任
命
し
て
い
る
。

議
員
‥
事
務
局
の
教
員
を
多
忙
な
学

校
現
場
に
戻
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
‥
事
務
局
の
教
員
は
、
様
々

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
必
要
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
。

議
員
‥
事
務
局
の
教
員
の
選
考
に
あ

た
り
試
験
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
‥
指
導
主
事
な
ど
の
事
務
局

の
教
職
員
は
従
来
ど
お
り
資
格
要

件
、
評
価
を
確
認
し
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

〇
船
村
徹
記
念
館
全
般
に
つ
い
て

〇
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

議
員
‥
教
育
長
就
任
時
の
重
点
項
目

３
点
の
取
り
組
み
の
評
価
と
検
証
、

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

齋
藤
孝
雄
教
育
長
‥
「
日
光
市
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
を
向
上
さ
せ
た

い
」、「
教
育
面
か
ら
日
光
ブ
ラ
ン

ド
、
日
光
プ
ラ
イ
ド
を
育
て
る
」、

「
学
校
力
と
教
師
力
の
高
い
学
校

づ
く
り
」
の
３
点
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
学
力
向
上
に
関
し
て
は
、

授
業
改
善
が
進
み
、
各
種
学
力
調

査
で
成
果
が
あ
る
一
方
、
十
分
で

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
認
識

し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
各
種
調
査
結
果
か
ら
、

日
光
を
愛
す
る
心
の
基
盤
が
醸
成

さ
れ
て
き
て
お
り
、
組
織
力
の
向
上
、

教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
、
意
識
改
革
や
実
践
意
欲

の
高
ま
り
が
見
ら
れ
て
い
る
と
捉

え
て
い
る
。

議
員
‥
令
和
３
年
度
の
日
光
市
の
教

育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
‥
こ
れ
ま
で
の
３
項
目
の
取

組
を
継
続
し
、「
確
か
な
学
力
の

定
着
」、「
特
別
支
援
教
育
の
充
実

と
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
充

実
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
」、「
小

中
一
貫
教
育
の
充
実
」
以
上
４
点

を
令
和
３
年
度
の
日
光
市
の
教
育

の
重
点
項
目
と
し
て
、
学
校
教
育

の
主
役
は
一
人
一
人
の
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
こ
と
を
常
に
頭
に
置
き

な
が
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

粉川 昭一議員
（公明市民クラブ）

動画視聴▶

三好 國章議員

動画視聴▶

日
光
市
内
重
要
道
路
標
識
全

般
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
全
般
に
つ
い
て

旧
日
光
市
総
合
会
館
解
体
後

の
利
活
用
の
方
針
に
つ
い
て

旧
日
光
市
東
和
町
か
ら
天
理

教
ま
で
の
歩
道
拡
幅
工
事
の

進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

強
い
職
員
集
団
づ
く
り
に
つ

い
て

日
光
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

一

般

質

問
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　令和３年度の日光市の予算は、新型コロナウイルス感染症の影響により、市税収入などの減少
が避けられない中、一般会計予算は前年度比2.5パーセント減の422億8000万円、特別会計や
企業会計を合わせた予算の総額は、前年度比1.8パーセント減の678億761万円が計上されました。
　予算審査特別委員会は、令和３年度一般会計予算ほか予算関連10議案について、５日間の日
程で審査を行いました。審査では、一般会計113件、特別会計８件、合計121件の活発な質疑が
行われ、採決の結果、すべて原案のとおり可決し、３月22日の本会議に報告しました。委員会
での主な質疑と答弁についてお知らせいたします。

市の令和３年度当初予算は総額678億761万円
予算審査特別委員会審査報告

◎
一
般
会
計
歳
入

Q　

地
方
交
付
税
に
お
け
る
人
口
減
少
の
影
響

は
。

A　

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
項
目
の
中
に
は

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
を
用

い
て
算
定
す
る
項
目
が
14
あ
る
。
日
光
市
の

令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
人
口
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
も
約
６
０
０
０
人
減
少
す
る
と
思

わ
れ
、
そ
の
影
響
で
約
３
億
円
の
減
少
が
あ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

Q　

駐
車
料
金
や
温
泉
入
浴
料
の
条
例
改
正
に

伴
う
増
収
の
見
通
し
は
。

◎
一
般
会
計
歳
出

【
総
務
分
科
会
】

Q　

地
域
振
興
費
の
定
住
促
進
事
業
費
に
つ
い
て
、

移
住
体
験
の
家
を
廃
止
し
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
活
用
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
活
用
に
切
り
替
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

A　

市
は
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
収
入
の
一
助
と
な

る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
移
住
を
希
望

す
る
方
は
、
移
住
の
先
輩
で
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
経
験
な
ど
の
情

報
収
集
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
移
住
に
関
し
て
の
情

報
発
信
は
。

A　

こ
れ
ま
で
、
移
住
相
談
に
つ
い
て
は
、
都

内
の
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
情
報
提
供
、

相
談
受
付
を
行
っ
て
き
た
。
加
え
て
、
移
住

サ
イ
ト
の
「
日
光
で
暮
ら
す
。」
な
ど
で
情
報

発
信
を
行
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

A　

西
参
道
第
１
・
第
２
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

通
常
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
約
１
７
０
０
万
円
、

繁
忙
期
料
金
設
定
に
よ
る
上
乗
せ
分
と
し
て

約
１
４
０
０
万
円
、
合
計
３
１
０
０
万
円
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。
神
橋
駐
車
場
に
つ

い
て
は
指
定
管
理
の
た
め
市
の
歳
入
に
は
な

ら
な
い
が
、
約
５
０
０
万
円
の
増
収
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
　

ま
た
、
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
全
て
指
定

管
理
に
な
っ
て
い
る
の
で
市
の
歳
入
予
算
へ

の
反
映
は
な
い
が
、
市
内
全
施
設
の
合
計
で

約
２
０
０
０
万
円
程
度
の
収
入
増
が
あ
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

よ
り
都
内
で
の
相
談
会
が
中
止
と
な
り
、
令

和
２
年
度
途
中
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替

え
た
。
令
和
３
年
度
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
相
談
会
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

移
住
希
望
者
の
疑
問
な
ど
に
対
し
て
答
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

予
備
費
に
つ
い
て
、
予
備
費
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
だ

け
な
の
か
。

A　

コ
ロ
ナ
禍
で
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、

感
染
拡
大
に
向
け
た
取
組
、
ま
た
コ
ロ
ナ
の

収
束
が
見
え
た
時
点
に
お
い
て
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
取
組
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
か
ら
、
予
備
費
を
１
億
円
増
や
し

て
１
億
５
千
万
円
を
計
上
し
た
。
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
議
会
に
も
情
報
提
供
の
上
執
行

す
る
の
は
基
本
で
あ
る
の
で
、
予
備
費
の
活

用
は
慎
重
に
取
り
扱
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



庫を抱えるなどの影響を受けている市内事業
者に対し、市独自に給付金を支給することに
より、当該事業者の経営継続の確保及び経営
基盤の強化を図る。

○ワーケーション推進事業（25,500千円）
　民間のサテライトオフィス等運営事業者につ

いて、その開設・運営を支援し、プロモーシ
ョン、ビジネスマッチング等のプロジェクト
を支援する。

○子育て世帯生活支援特別給
付金事業（102,000千円）

　低所得のひとり親・ふたり
親世帯に対する生活支援特
別給付金。
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○プレミアム付き商品券助成事業（88,440千円）
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい

る市民や事業者を支援するため、商品券をプ
レミアム率30％で発行する。

○保育園運営事業など（66,400千円）
　保育園や児童館の子どもたち、小中学校の児

童、生徒たちのコロナ対策に係る事業費。

○グリーンスローモビリティーを活用した回遊
性向上事業（29,740千円）

　令和2年度の実証実験を踏まえ、日光西町エ
リアの回遊性向上とコロナ禍における新しい
ツーリズムの推進を目的として低速電動バス

（グリーンスローモビリティー）を導入する。
○日光市飲食店等取引業者持続支援給付金
　（30,000千円）
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い商品の在

予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報
告

【
民
生
教
育
分
科
会
】

Q　

社
会
的
孤
立
防
止
見
守
り
事
業
費
に
つ
い
て
、
通
報
状
況
等
の
現
状
は
。

A　

協
力
事
業
者
数
は
令
和
２
年
度
現
在
１
１
０
件
あ
り
、
通
報
件
数
は

２
件
で
あ
っ
た
。
通
報
者
は
民
生
委
員
と
宅
配
事
業
者
で
、
内
容
は
被

通
報
者
の
安
否
確
認
が
１
件
、
救
急
搬
送
で
の
入
院
が
１
件
で
、
ど
ち

ら
も
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
た
。

Q　

見
守
り
事
業
の
効
果
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
、
協
力
事
業
者
へ

の
研
修
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

A　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
研
修

を
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
実
施
な
ど
、

事
業
者
が
密
に
な
ら
ず
に
参
加
で
き
る
方
法
で
研
修
を
実
施
し
た
い
。

【
観
光
産
業
分
科
会
】

Q　

中
山
間
地
域
実
践
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
業
内
容
は
。

A　

地
域
の
資
源
活
用
や
都
市
住
民
と
の
交
流
を
促
進
し
、
人
を
呼
び
込

む
た
め
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
や
情
報
発
信
な
ど
、
地
域
の
将
来
像

に
基
づ
く
地
域
住
民
の
自
主
的
な
実
践
活
動
を
支
援
す
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
土
呂
部
地
区
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
組
織

が
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
づ
く
り
施
設
の
整
備
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

観
察
路
の
整
備
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

Q　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
日
光
運
営
補
助
金
が
あ
る
が
、
今
年
度
を
踏
ま
え
、
令
和
３

年
度
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
行
っ
て
い
く
の
か
。

A　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年
度
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
戦
略
の
策
定
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
や
多
言
語
化
対
応
の
調
査
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
２
か
国
語
対
応
、
多
言
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な

ど
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
潜
在
的
な
日
光
市
の
課
題
解
決
に
向
け
て

地
域
の
事
業
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
形

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

令和３年度一般会計補正予算（第１号）を可決
　２月定例会において令和３年度補正予算を審議し、原案通り可決しました。
　内容は新型コロナウイルス感染症対策における国の第３次補正予算に基づき、日光市
として早急に取り組む必要がある事業の予算425,000千円。主な事業は次の通りです。
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意 見 書 を 提 出 し ま し た

防災・減災、国土強靱化対策の推進を求める意見書

《提出先》
　内閣総理大臣、財務大臣、国土交通大臣、国土強靱化担当、内閣府特命担当大臣（防災）、衆参両院議長
《意見書の内容》
　数十年、100年に一度といわれる大規模災害が、今や毎年のように発生しています。本市においても、
東日本大震災や平成27年９月関東・東北豪雨、更には令和元年東日本台風など度重なる災害により、
尊い命が犠牲になるとともに貴重な財産が失われ、未だ復旧・復興の途上にあります。
　こうした中、「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」が策定され、現在、国・地方が一
体となって短期・集中的に取組を進めているところですが、気候変動の影響により頻発化、激甚化が
懸念される自然災害など、あらゆる事態を想定しつつ災害に対する事前の備えとして、道路や河川、
砂防施設などの社会資本整備について、今後も強力かつ継続的・計画的に進めていく必要があります。
　さらに、新型コロナウイルス感染症が地域経済に甚大な影響をもたらしている中、社会資本の整備は、
景気の下支えに有効であるとともに、今後の地域経済の力強い再生にも効果を発揮するものであります。
　よって、国において、防災・減災、国土強靱化対策の更なる推進のため、次の事項に取り組むこと
を求め意見書を提出しました。
１　「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に引き続き、これまでの取組の更なる加速化・

深化を図り、追加的に必要となる事業規模等を定め、重点的かつ集中的に対策を講ずることとして
策定された５か年間の計画における必要な予算を安定的に別枠で確保すること。

２　社会資本の良好な状態を維持し、安全性・信頼性を確保するため、長寿命化計画に基づく予防保
全型の修繕・更新が図られるよう必要な予算を確保すること。

３　地方の社会資本整備を着実に推進するため、安定的かつ持続的に予算を確保するとともに、地域
経済の早期再生を図るため公共事業を含めた十分な財源を地方に配分すること。

一
般
会
計
補
正
予
算
可
決
／
意
見
書
提
出

令和２年度一般会計補正予算（第８号）専決処分を承認
一般会計補正予算（第９号）を可決しました

　２月定例会において令和２年度一般会計補正予算について審議し、専決処分された第８号を
承認するとともに、第９号予算案を原案どおり可決しました。

【２月定例会で審議された令和２年度一般会計補正予算の概要】
　歳入歳出にそれぞれ、８号補正では 494,000 千円を追加す
るとともに、９号補正では 807,000 千円を減額し、予算総額
を53,999,000千円に補正しました。
　８号補正では新型コロナウイルスワクチンの接種体制整備費用
を計上。
　９号補正では救急医療等の提供体制確保のための医療機関支援
事業や学校施設の改修事業等を追加し、新型コロナウイルス感染
症の影響により実施を見送った事業等の不用額を整理しました。
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感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
報
告

● 新型コロナウイルス感染症対策特別委員会活動報告書 ● 

　現在、新型コロナウイルス感染者の数は下げ
止まり、リバウンドが来ている中、3月21日に
は、緊急事態宣言が解除となり、更なる感染の拡
大が進んでいくのではないかとの大きな不安を残
したまま、予断を許さない状況下にあります。
　我々特別委員会は、これまで再三にわたり市の
コロナ対策について要望書を提出したり、新型コ
ロナウイルス感染症対策室等と意見交換を行った
りして、きめ細やかな対応を求めてきました。
　そのような中、新型コロナウイルス感染拡大防
止の最大の施策であるワクチン接種が世界的に始
まり、日本においても医療従事者を皮切りに接種
が始まっており、委員会では市民の皆様の不安や
混乱を招くことのないように、今後の当市におけ
るワクチン接種等について調査しました。
　当市は、昨年よりワクチン接種に関わる組織や
体制作りを始め、本年１月に春日町庁舎（旧社会
福祉協議会事務所）に新型コロナウイルスワクチ
ン接種推進室を設置しました。接種の体制につい
ては、個別接種（医療機関方式）を主として、上
都賀郡市北部地区医師会のご協力のもと、市内各
医療機関で接種が可能となりました。また、イオ
ン今市店様からの申し出があり、自医療施設以外
での接種を希望する２医療機関がイオン今市店催
事場での接種が可能となったとの事でした。個別
接種医療機関には、煩雑な事務作業や感染防止対
策等にかかる経費に対する協力金等細やかな施

策を実施することとしてお
りました。また混乱が予想
される受付体制につきまし
ては、推進室内に６人体制
でのコールセンターを設置
し、３月15日より接種に関
わる問い合わせ等に対応しております。今後はコ
ールセンター、インターネット、かかりつけの医
療機関、市役所（各行政センター・地区センタ
ー・出張所）等で、いつでもどこでも誰もが簡単
にワクチン接種の予約が出来る体制を構築し、混
乱のないように進めていくとの事でした。
　今後のスケジュールについては、医療従事者へ
の優先接種から始まり、順次高齢者への接種をし
ていくとしております。特に、施設のクラスター
対策として、高齢者施設入居者からの接種を検討
しておりました。当市には４月下旬にはワクチン
が配分される見込みで、その時期に合わせて高齢
者向けクーポン（接種券）を郵送していくとの説
明でありました。
　委員からは、接種が困難な市民への対応や、個
別接種で対応しきれない場合の集団接種の会場の
確保やその体制について、また、ワクチンの残が
出ないような接種の手順の在り方など様々な質疑
がありました。いずれの質疑に対しても、不確定
要素が多い中での接種となるので、今の段階から
あらゆる想定をしながら、今できることをしっか
りとやっていくとのことでした。特別委員会とし
ては、市民の皆様が不安なく安全にワクチン接種
が出来る対応を求めました。
　今後の当委員会の活動といたしましては、ワク
チン接種について注視をしながら、2月定例会で
議決された補正予算の国の第３次分の臨時交付金
の残額をより有効に活用できるよう、国・県の施
策の対象にならずに救われないような方々をしっ
かりと支えることが出来るような市独自の支援策
等、きめ細やかな施策について議論を深めながら
活動を進めてまいります。

推進室に設置されたコールセンター
TEL ２５－７９５５
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務
の
効
率
化
と
民
営
化
の
さ
ら
な
る
推

進
、
⑤
現
金
給
付
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

５
つ
に
わ
た
る
研
修
会
を
受
け
て
の
課

題
に
対
し
て
執
行
部
の
考
え
方
を
質
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
５
つ
の
内
容
に
対
し
、

前
向
き
な
意
向
を
示
す
も
の
が
あ
る
一

方
、
実
施
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
部

分
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は

議
員
や
市
職
員
双
方
に
と
っ
て
有
意
義

な
研
修
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
も
、

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
守

り
育
て
る
事
業
・
廃
止
す
る
事
業
・
新

し
く
取
り
入
れ
る
事
業
な
ど
、
市
民
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
第
一
に
進
め
る

こ
と
が
、
今
や
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い

か
と
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
当
委
員
会
と
し
て
は
今
後
も
所
管

事
務
調
査
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調
査
・

研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

当
市
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
委
員
会
等
の

議
員
の
傍
聴
は
、
感
染
リ
ス
ク
に
応
じ

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

傍
聴
だ
け
で
な
く
、
議
員
間
の
打
ち
合

わ
せ
等
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
議
会

活
動
・
議
員
活
動
の
範
囲
拡
大
を
目
的

に
、
令
和
３
年
１
月
12
日
（
火
）
に
㈱

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
栃
木
支
店
か
ら
３
名
の

講
師
を
お
招
き
し
、
議
会
運
営
委
員
会

主
催
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
（
グ
ー
グ
ル
ミ
ー
ト
）
の
利
用
方
法

に
つ
い
て
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
は
じ
め
に
グ
ー
グ
ル

ミ
ー
ト
へ
の
参
加
方
法
・
会
議
開
催
方

法
の
基
本
的
な
使
い
方
の
説
明
を
聞
き
、

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
員

間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実

践
を
行
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、「
会
議
等

の
日
程
を
管
理
し
て
い
る
グ
ー
グ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
か
ら
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
使
い
や
す
い
」

と
の
声
や
、「
会
派
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
で
も
使
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
受
け
た
成
果
と
し
て
は
、
各

　

総
務
常
任
員
会
は
、
令
和
２
年
12
月

15
日
に
（
一
社
）
日
本
経
営
協
会
専
任

講
師
・
元
国
分
寺
市
副
市
長
の
樋
口
満

雄
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
所
管
事
務

調
査
で
あ
る
「
行
財
政
の
今
後
に
つ
い

て
」
に
関
す
る
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
の
中
で
講
師
は
、
人
口
減
少

や
自
治
体
の
財
政
問
題
か
ら
行
政
改
革

の
行
き
詰
ま
り
等
に
よ
り
事
業
の
見
直

し
は
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
昨
今
の
自

治
体
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
市
民
と
行
政
、

議
会
と
の
課
題
認
識
の
共
有
化
が
一
番

大
事
で
、
そ
の
中
で
残
す
事
業
・
守
り

育
て
る
事
業
、
逆
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る

事
業
、
あ
る
い
は
新
た
に
創
造
し
構
築

す
る
事
業
な
ど
を
議
論
し
て
進
め
る
と

と
も
に
、
市
民
と
の
協
働
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
後
、
委
員
会
に
お
い
て
、
当
市

の
現
状
と
今
回
の
研
修
内
容
を
照
ら
し

合
わ
せ
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
取
り
ま

と
め
令
和
３
年
３
月
10
日
に
執
行
部
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
と
の
意
見
交
換
で
は
、
委
員

会
か
ら
①
総
合
計
画
に
基
づ
く
既
存
施

策
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
②

若
い
職
員
か
ら
行
政
改
革
に
つ
い
て

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
仕
組
み
、
③
行

財
政
改
革
に
向
け
た
新
た
な
部
内
組
織

の
見
直
し
、
④
組
織
の
ス
リ
ム
化
・
業

執行部との意見交換の様子

会
派
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
、
い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

え
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
研
修
後
に

は
、
い
つ
く
か
の
会
派
で
グ
ー
グ
ル
ミ

ー
ト
を
活
用
し
た
、
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
研
修
会
を
重
ね
、
さ
ら
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
学
び
、
議
会

運
営
、
議
会
活
動
に
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
市
政
報
告
や
意
見
交
換
等

で
市
民
の
皆
さ
ま
と
接
す
る
際
、
わ
か

り
や
す
い
情
報
提
供
に
活
用
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

◎ 

議
会
運
営
委
員
会 

◎

◎ 

総
務
常
任
委
員
会 

◎

常
任
委
員
会
活
動
報
告

常　任　委　員　会　 活　動　報　告



� 市議会からこんにちは／ 2021.4.25

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事

務
調
査
事
項
で
あ
る
「
高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
、
保
険
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
」
昨
年
11
月
に
研
修
会
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
３
月
11
日
（
木
）

に
執
行
部
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
当
委
員
会
か

ら
日
光
市
で
進
め
て
い
る
取
り
組
み

に
関
す
る
疑
問
点
等
に
つ
い
て
質
問

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
と
し

て
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
K
D
B
）

シ
ス
テ
ム
の
活
用
と
し
て
、
今
年
度
は

K
D
B
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
市
内

全
域
の
76
歳
以
上
で
健
診
、
医
療
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
健
康
状

態
不
明
な
高
齢
者
を
抽
出
し
、
対
象
者

に
健
康
状
態
に
関
す
る
質
問
票
を
送
付

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の

質
問
票
の
回
答
結
果
を
基
に
、
リ
ス
ク

の
高
い
対
象
者
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
個
別
に
支
援

を
行
い
、
リ
ス
ク
の
低
い
対
象
者
に
は
、

個
別
に
結
果
表
を
作
成
し
た
上
で
、
フ

レ
イ
ル
※
に
つ
い
て
の
周
知
の
チ
ラ
シ

を
送
付
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
質
問
票
の
デ
ー
タ
を
蓄
積

す
る
こ
と
で
、
個
人
の
状
況
の
変
化
な

ど
も
把
握
が
で
き
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ

　

観
光
産
業
常
任
委
員
会
は
、
11
月
に

実
施
し
た
、
所
管
事
務
調
査
事
項
に

係
る
研
修
会
、「
農
業
の
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
つ
い
て
（
講
師
：
藤
井
大

介
氏
）」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
月
５

日
（
火
）
に
執
行
部
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
研
修
会
の
内
容
を
斎
藤
久
幸

委
員
が
報
告
。「
中
山
間
地
域
の
農
村

を
維
持
し
て
い
く
為
に
は
、
収
益
を
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
手

法
と
し
て
、
６
次
産
業
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
作
物
の
地
産
形
成
、

ブ
ラ
ン
ド
化
、
更
に
は
加
工
場
の
整

備
等
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
日
光
市
に
お
い
て
は
、
観
光
地

と
し
て
の
特
性
を
大
い
に
活
か
せ
る
こ

と
か
ら
、
農
家
民
泊
に
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
進
め
て
い
く
為
に

は
、
行
政
が
主
導
し
、
新
た
な
農
・
観

の
実
行
組
織
、
民
間
企
業
の
参
入
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
が
必
要
で
あ

る
。」
と
い
っ
た
要
旨
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
農
林
課
か
ら
、

当
市
の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
中
で
、

課
題
を
含
め
、
幾
つ
か
の
回
答
を
頂
き

ま
し
た
。「
就
農
者
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
農
家
民
泊
を
進
め
た
と
し
て

も
、
受
入
れ
農
家
の
件
数
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」「
行

政
と
し
て
、
観
光
が
含
ま
れ
た
時
に
農

ぞ
れ
の
健
康
課
題
に
沿
っ
た
支
援
を
行

い
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
の

取
り
組
み
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
今
後

も
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
通
い

の
場
等
を
活
用
し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
若
干
、
日
程
等
に
ず
れ

は
あ
る
も
の
の
、
日
光
圏
域
で
２
カ
所
、

落
合
圏
域
で
１
カ
所
の
通
い
の
場
に
市

が
継
続
し
て
介
入
し
て
お
り
、
順
調
に

進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
当
委
員
会
で
は
、
今
回
の
意
見

交
換
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
収
束
状
況
も
見
な
が
ら
現
地
視

察
や
関
係
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
実

施
し
、
所
管
事
務
調
査
事
項
の
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

林
課
だ
け
で
の
対
応
は
難
し
い
」「
Ｊ

Ａ
や
地
域
の
就
農
者
が
主
体
と
な
ら
な

け
れ
ば
、
事
業
は
進
ま
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
農
林
課
か
ら
の
意
見

も
踏
ま
え
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
今
後

は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
先
進
地
の
現
地
視
察
の
実

施
や
関
係
者
か
ら
聞
き
取
り
調
査
等
を

実
施
し
、
現
状
の
取
組
み
と
課
題
の
抽

出
を
更
に
行
い
、
令
和
３
年
度
に
は
、

２
年
に
渡
る
所
管
事
務
調
査
の
結
果
を

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

ま
と
め
に
向
け
て
、
引
き
続
き
所
管
事

務
調
査
事
項
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

◎ 

民
生
教
育
常
任
委
員
会 

◎

◎ 

観
光
産
業
常
任
委
員
会 

◎

常
任
委
員
会
活
動
報
告

常　任　委　員　会　 活　動　報　告

※フレイルとは・・加齢とともに心
身の活力（運動機能や認知機能等）
が低下し、複数の慢性疾患の併存な
どの影響もあり、生活機能が障がい
され、心身の脆弱性が出現した状態。
一方で適切な介入・支援により、生
活機能の維持向上が可能な状態とさ
れており、健康状態と日常生活でサ
ポートが必要な介護状態の中間を意
味する。



令和２年度

議会アンケート調査を行いました
　日光市議会では、開かれた議会、議会と市民の協働のまちづくりの観点から、議員が地域
に出向き市民との「意見交換会・議会報告会」を毎年開催しております。
　しかし、令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、「意見交換会・議
会報告会」を中止とし、それに代わる取り組みとして市内の各種団体を対象としたアンケー
ト調査を実施いたしました。
　アンケート調査は、市内の１６団体を対象に令和２年11月から12月にかけて実施し、団
体の現状や課題、市議会に望むこと等の回答をいただきました。
　市議会では、各団体がおかれた現状等を改めて認識するとともに、いただいたご意見等を
真摯に受け止め、全議員はもとより市執行部とも情報共有を図りました。アンケート結果や
各団体からいただいた貴重なご意見は、今後の議会活動・議員活動に活用してまいります。
　また、今後も開かれた議会を目指し、様々な機会に皆さんの声に耳を傾けられるよう活動
を充実・発展させていきたいと思いますので今後とも市議会活動へのご理解・ご協力を賜り
ますようよろしくお願いいたします。　　　　　　　　（広報広聴委員長　小久保　光雄）

●アンケートの結果（16団体すべてから回答いただきました。主なものを掲載します。）

◆貴団体の活動に関し、現在どのようなことに
　困っていますか（複数回答）

件
数

会
員
数
が
減
少

会
員
の
高
齢
化

会
員
が
不
足

活
動
が
十
分
に
認
知
さ
れて
い
な
い

活
動
が
停
滞・
縮
小

運
営
費・
活
動
資
金
の
減
少

運
営
費・
活
動
資
金
の
不
足

場
所
の
確
保
が
困
難
そ
の
他

（その他の回答）
・役員になる人がいない
・活動が十分にできない

14
12

7 6

3 3 3
2 2

◆今後活動を進めていくうえで必要なこと
　(複数回答）

件
数

活
動
内
容
の
PR

交
流・
情
報
交
換

他
団
体
と
の
連
携・
協
力

人
材
育
成

情
報
の
収
集

知
識
やノ
ウハ
ウ
の
収
集

場
所
を
確
保し
や
す
い
環
境

運
営
費
の
確
保
そ
の
他

（その他の回答）・コロナ禍において住民意識がどう変わったかを知ること
　　　　　　　　・市消防団の再編統合
　　　　　　　　・一般市民と動物との共存、管理などへの理解

12
10 9

8 7
5 5 5

3

◆一番重要な課題を解決するために必要な
　ことを教えてください（複数回答）

件
数

活
動
内
容
の
PR

人
材
育
成

他
団
体
と
の
連
携・
協
力

交
流・
情
報
交
換

情
報
の
収
集

知
識
やノ
ウハ
ウ
の
収
集

運
営
費
の
確
保

場
所
を
確
保し
や
す
い
環
境
そ
の
他

9
8 8

6

4 4 4

2 2

（その他の回答）
・市消防団の再編計画
・リーダー育成につなげるための底辺拡大

※アンケート調査の概要は市ホームページでもご覧になれます。

・地域に住む外国人への情報提供（特に技能実習
生への対応）
・市議会との意見交換会を希望する
・「福祉のまち」のPRを提案する
・文化活動・生涯学習の重要性を理解してほしい
・コロナ禍におけるイベント等に係る先進自治体
の取組を情報提供してほしい
・有害鳥獣駆除や動物の管理に対する学
習の機会の重要性を理解してほしい
・消防団の統合・再編計画を進めてほ
しい

市議会に望むことやご意見（主なものの概要）

※この予定は変更となる場合がありますので、
　議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。

　問合せ先　TEL 0288-21-5140（議会事務局直通）

【会期  ５月31日（月）～６月17日（木） 18日間】

火

月

水

金

月

木

金

月

火

木

月/日 曜日 会  期  日  程 備　　考

本  会  議

本  会  議

付  託  委  員  会

付  託  委  員  会

付  託  委  員  会

本  会  議

本  会  議
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本  会  議

5/18

5/31

6/2

6/4

6/7

6/10

6/11

6/14

6/15

6/17

陳情締切（17時）

開会・上程・説明

委員会付託

議案等審査

議案等審査

議案等審査

一般質問

一般質問

一般質問予備日

採決・閉会

次回（令和３年６月）
日光市議会定例会会期日程予定 「議会への手紙」を

　　　　随時受け付けています。

　日光市議会では、議会に対する市民の皆
さんの要望・意見を随時受け付けています。
　お気軽に郵便、FAX、または、電子メール
で要望・意見をお寄せください。

（郵送・FAXの様式は任意）
◇郵便　〒321-1292
　　　　日光市今市本町１番地
　　　　日光市議会議長宛
◇FAX　0288-21-5141
◇電子メール　gijika@city.nikko.lg.jp
なお、日光市議会ホーム
ページに入力フォーム
「議会への手紙」が開設
されていますのでそち
らもご利用ください。

市議会ってどんなトコ？
～議会のしくみや用語の解説～

　私たちが住んでいる日光市を住みやすくするにはどうしたら良いでしょうか。それには、
市に住んでいるみんなで意見を出し合って考えるのが一番良いやりかたです。しかし、日
光市には８万人以上の人が住んでいます。そんなにたくさんの人が一度に集まって話し合
うのは大変ですし、話がなかなかまとまりません。そこで、18歳以上の日光市民が選挙で
市民の代表者を選び、話し合うことにしているのです。その代表者が「市議会議員」で、
市議会議員が話し合いするための組織を「市議会」と言います。
　市議会は、市長が計画した仕事やお金（予算）の使い方や市の決
まり（条例）などについて、市議会議員がそれで良いかどうかを話
し合って決定していきます。市議会が良いと決定して、はじめて市
長は計画どおりの仕事を行うことができるようになるのです。
　市議会議員は、４年ごとに選挙で選ばれます。日光市の議員は現
在「24人」です。

　今年の１月に、中学生の保護者の方から「議会への手紙」にご意見が寄せられました。内
容は、「子どもが議会に大変興味をもっているが、専門的な用語が多く、よくわからないため、
市ホームページや広報紙などに詳しく解説するページがほしい」というものでした。
　市民の皆さんも市議会がどんなところで何をしているのか、また、市議会のしくみや話し
合いの中で使われる用語等について疑問に思われることもあるかと思います。
　そこで、皆さんに市議会のことをより知っていただくために、広報紙で「市議会のしくみや
用語」について、分かりやすく紹介していきたいと思います。

今 回 の テ ー マ 市議会と市議会議員について
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※この予定は変更となる場合がありますので、
　議会傍聴等は改めて議会事務局にお問い合わせ願います。

　問合せ先　TEL 0288-21-5140（議会事務局直通）
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採決・閉会

次回（令和３年６月）
日光市議会定例会会期日程予定 「議会への手紙」を

　　　　随時受け付けています。

　日光市議会では、議会に対する市民の皆
さんの要望・意見を随時受け付けています。
　お気軽に郵便、FAX、または、電子メール
で要望・意見をお寄せください。

（郵送・FAXの様式は任意）
◇郵便　〒321-1292
　　　　日光市今市本町１番地
　　　　日光市議会議長宛
◇FAX　0288-21-5141
◇電子メール　gijika@city.nikko.lg.jp
なお、日光市議会ホーム
ページに入力フォーム
「議会への手紙」が開設
されていますのでそち
らもご利用ください。

市議会ってどんなトコ？
～議会のしくみや用語の解説～

　私たちが住んでいる日光市を住みやすくするにはどうしたら良いでしょうか。それには、
市に住んでいるみんなで意見を出し合って考えるのが一番良いやりかたです。しかし、日
光市には８万人以上の人が住んでいます。そんなにたくさんの人が一度に集まって話し合
うのは大変ですし、話がなかなかまとまりません。そこで、18歳以上の日光市民が選挙で
市民の代表者を選び、話し合うことにしているのです。その代表者が「市議会議員」で、
市議会議員が話し合いするための組織を「市議会」と言います。
　市議会は、市長が計画した仕事やお金（予算）の使い方や市の決
まり（条例）などについて、市議会議員がそれで良いかどうかを話
し合って決定していきます。市議会が良いと決定して、はじめて市
長は計画どおりの仕事を行うことができるようになるのです。
　市議会議員は、４年ごとに選挙で選ばれます。日光市の議員は現
在「24人」です。

　今年の１月に、中学生の保護者の方から「議会への手紙」にご意見が寄せられました。内
容は、「子どもが議会に大変興味をもっているが、専門的な用語が多く、よくわからないため、
市ホームページや広報紙などに詳しく解説するページがほしい」というものでした。
　市民の皆さんも市議会がどんなところで何をしているのか、また、市議会のしくみや話し
合いの中で使われる用語等について疑問に思われることもあるかと思います。
　そこで、皆さんに市議会のことをより知っていただくために、広報紙で「市議会のしくみや
用語」について、分かりやすく紹介していきたいと思います。

今 回 の テ ー マ 市議会と市議会議員について
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▶１月14日〇新型コロナウイ
ルス感染症対策について
▶１月20日〇新型コロナウイ
ルス感染症対策について
▶１月25日〇新型コロナウイ
ルス感染症対策について
▶２月５日〇議会基本条例２
７条に基づく「検討」につ
いて

▶２月９日〇令和３年２月定
例会について（会期日程等）

▶２月12日〇令和３年２月定
例会の人事案件について
▶３月４日〇令和３年２月定
例会の日程追加について

▶３月12日〇令和３年２月定
例会の日程追加について
▶３月22日〇令和３年２月定
例会の日程追加等について

▶１月12日〇日光市における
新型コロナウイルス感染症
対策について
▶２月９日〇令和３年２月定
例会提出予定案件について
▶３月23日〇日光市における
新型コロナウイルス感染症
対策について

▶１月12日〇１月25日発行広
報紙について
▶２月24日〇アンケート調査
のまとめについて
▶３月30日〇アンケート調査
について

▶３月１日〇新型コロナウイ
ルスワクチン接種について

▶１月29日〇所管事務調査事
項にかかる研修会の総括に
ついて
▶２月24日〇付託議案審査
　（観光産業常任委員会連合
審査）
▶２月24日〇付託議案審査
▶３月10日〇所管事務調査
　（研修会の結果をふまえた
執行部との意見交換）

▶１月29日〇陳情第３号にか
かる調査（執行部との意見
交換）
▶２月25日〇付託議案審査
▶３月11日〇所管事務調査
　（研修会の結果をふまえた
執行部との意見交換）

▶２月５日〇所管事務調査
　（研修会の結果をふまえた
執行部との意見交換）
▶２月24日〇付託議案審査
　（総務常任委員会連合審査）
▶３月２日〇付託議案審査
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《１月～３月》NIKKO SHIGIKAI

〈表紙の写真について〉

　磐裂神社は、大同４年（809年）に創建され、昭和60年から61年にかけて、
彩色修復工事等の大修理が行われました。拝殿内の奉納額には「磐裂神
社/荒神神社」と併記され、二つの神が祀られています。
　五穀豊穣、家内安全などの祈願を主として、例年、春の小祭（２月）、秋
の大祭（11月）が行われます。
　森の中にひっそりとたたずみ、古くから地元の人に大切にされてきた神社
です。昨年と今年は、コロナ禍の中、万全の対策を講じ祭礼が行われました。

いわさくじんじゃ

いわさくじんじゃ こうじんじんじゃ

いわさくじん

じゃ　 こうじんじんじゃ

磐裂神社/荒神神社（吉沢）○我が鎮守様
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